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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第９回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 平成２７年２月１９日（木）午後６時 ～ ７時 

開 催 場 所 中部地区会館４０３集会室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：安島イツ子、豊泉良、林喜代三、池谷光二、福岡祐子、水上玲

子、山内実、吉田邦子 

欠席者：菅原典子、原田美智子 

（事務局）協働推進課主査、協働推進課主事 

報 告 事 項 調布市男女共同参画推進センター視察結果について 

議 題 

１ 緑が丘ふれあいセンターへの意見について 

２ 次年度の活動について 

３ その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

 

１ 緑が丘ふれあいセンターへの意見について 

・幅広い年代の市民が気軽に入れる雰囲気作りを心掛けてほしい。 

・運営委員会を組織し、センター運営に第三者の視点を取り入れては

どうか。 

・センターの周知や広報を強化する。 

 

２ 次年度の活動について 

  ＹＯＵ・Ｉフォーラムへの関わりや、地域における男女共同参画社会

の啓発活動を含めた年間計画案を、次回会議で示す。 

 

３ 次回会議の開催日程について 

  各委員と調整し、改めて通知する。 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

◎印：委員長 

●印：委員 

□印：事務局 

 

 

議題１ 緑が丘ふれあいセンターへの意見について 

 

□ 調布市男女共同参画推進センターへの視察結果を踏まえた感想や、緑

が丘ふれあいセンターの運営に生かせそうな意見をいただきたい。 

● 調布市のセンターは駅前にあり、また複合施設であることから、人の

出入りが非常に多いと感じた。 

● 規模は大きかったが、実施している事業自体はふれあいセンターと大

きな違いは感じなかった。 

● 行っている事業に違いはないが、実施事業に関連する書籍を置くなど

の工夫をしていた。また、職員が多く、開館時間が長い。ふれあいセン

ターも午後１０時まで開館しているが、出入りするのは施設利用する人

がほとんどである。調布市のセンターは、高校生が夜遅くまで勉強して

いるなど、市民が気軽に入りやすい雰囲気を感じた。人の出入りが多け

れば、置いてあるパンフレットや書籍を目にする機会も増えるだろう。 

● ふれあいセンターは、人がいない場合はフリースペース等の電気を消

していることもあり、暗く感じることがある。節電の必要もあり難しい

問題だが、明るい方が入りやすく感じるだろう。 

● 複合施設のため、来館者が様々な目的で来ている。ふれあいセンター
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も、講座やイベント以外のセンター利用について広報したら良いのでは

ないか。 

● 会議室の利用などの明確な目的が無くても、気軽に立ち入り、会話し

たり図書を読んだりできる雰囲気だと良い。 

● ふれあいセンターは、以前いたずらがあったことで、中学生の出入り

を禁止している。難しい問題だが、中学生や高校生などの若い年代の人

も利用しやすい施設になると良い。 

● 調布市は職員の数が多いので、館内は職員の目が届く状況になってい

る。 

● 常に職員の目が届くように工夫する必要がある。 

◎ センターの存在をまだ知らない市民も多いだろう。センターの周知を

強化することが必要だ。広報誌をテーマに応じて配布先を選んでいると

いうのは、良い取組である。市内小中学校や保育園と連携し、保護者に

配布するなどできるだろう。 

● 運営委員会があるのが良かった。第三者の視点を取り入れることは必

要だ。 

● 次年度も視察を行う場合は、予算等が武蔵村山市と同規模の施設に行

った方が、より参考になるだろう。 

□ 運営委員会については、武蔵村山市でも検討している。 

◎ ふれあいセンターの書籍は市が購入しているのか。 

□ 指定管理者が、指定管理料で購入している。 

● 男女共同参画に限定した書籍だと、若い人には馴染みづらい。 

● 男女共同参画という言葉があまり認知されていないので、気軽に入れ

る施設ではないというイメージがあるのだろう。センターの周知や広報

を強化していくことが大切だ。 

 

 

議題２ 次年度の活動について 

 

◎ センターの運営に市民の声を取り入れるために、職員との意見交換会

は次年度も行った方が良いだろう。 

● 今年度から情報誌の編集やＹＯＵ・Ｉフォーラムの開催を緑が丘ふれ

あいセンターが行うことになったが、委員会も関わる機会があると良

い。 

● ＹＯＵ・Ｉフォーラムの内容がとても良いので、より多くの集客を図

るために、広報の役割を委員会が担うのはどうか。委員は様々な団体か

ら選出されているので、広く周知することができる。 

□ 男女共同参画計画は、学校や企業へも男女共同参画社会を推進する内

容となっており、地域における啓発活動を委員会で行っていけたらと考

えている。年間計画については、平成２７年度第１回会議で示す。 

 

その他 次回会議の開催日程について 

 

□ 次回会議は、平成２７年５月頃を予定している。詳細な日程について

は各委員と調整し、改めて通知する。 
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会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：    ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：武蔵村山市情報公開条例        ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     生活環境部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


